
 

 

 
 

    

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年７月２７日 

No．２３０ 

福島県立只見高等学校 

住所 南会津郡只見町大字只見 

字根岸 2358 

電話 0241-82-2148 
 

 

  

６月２２日（金）只見高校体育館において、只見中学校と合

同の進路講演会が開催されました。講師は、『世界一清潔な空港

の清掃人』や『清掃はやさしさ』の著者である新津春子先生で

す。新津先生は現在、「環境マイスター」として、羽田空港国際

線ターミナル、第１ターミナル、第２ターミナル清掃の実技指

導者として活躍されています。 

 当日は、新津先生の生い立ちやこれまでの生き方の話に加

え、なぜ清掃という仕事を選んだのか、仕事をする上で大切な

ことは何か、といった、これから様々な人生を歩んでいく生徒

たちにとって、大変貴重な内容の講話でした。 

 先生の講話の中に、「生きることが人生のベース」という言葉

がありました。「生きること」とは、難しいことではなく、ご飯

を食べて、洗濯をして、そして働いて給料をもらって「生活し

ていく」ことだ。だから「生きること」つまり、日々の生活を

大切にしてもらいたい。という内容が特に印象的でした。生徒

たちもそれぞれ心に響いた言葉が多くあったようです。 

 講演の終盤には、実際の清掃用具を使用して、どのような清

掃の仕方が効率的なのかを教えていただきました。学校の清掃

でも取り入れていきたいと思います。 

 生徒たちにとって、大変有意義な時間となりました。 

 スマートフォンが急速に発達している現在、一人ひとり

が自分の判断のもと、情報を取捨選択しなければなりませ

ん。また、インターネットやゲームの世界などの架空の世

界と現実を混同してしまう人も増えているようです。ネッ

ト上でのトラブルも増えています。さらに、ネット依存が

病気として認定されたことから、今後、今まで以上に情報

モラルを考えなければいけません。生徒も含め、スマート

フォンやインターネットとの付き合い方を考える良い機会

となりました。 

自分で考え、 

自分で行動選択 

できる人に 

なろう！！ 



大会への意気込み 卓球部 目代虎太郎 

 

今回卓球部は、地区大会団体戦では結果を残せませんでした。しかし、個人戦の方では一人一人全力を尽く

し、県大会に出場することができました。 

県大会ではベストを尽くし、会津地区の代表という意識を持ち、全力でプレーしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会への意気込み 陸上部 渡部美依 

 

７月１３日と１５日に、とうほうみんなのスタジアムで行われる県総体に出場してきます。 

３年生が引退してから、初めての県大会になります。 

自己ベストが出せるようにがんばりたいと思いますので、応援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 吉津隼馬 

   目黒拓海 

   小勝高大 

   目黒京介 

   渡部 駿 

２年 西村明浩 

   鈴木和海 

大会を振り返って 剣道部 西村明浩 

 

今回、会津で開催された県総体では、男子団体が惜しくも日大東北高校に負け、１回戦で敗退しました。 

この悔しさをバネにして夏休みの練習で弱点を克服し、男女共に県大会に出場、１勝を目指したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

只見高校では、以下の３つの部活動が地区大会を勝ち抜き、県大会へ出場しました。3 年生の引退後、1・2 年生

のみで挑んだ地区大会、そしてこの県大会という大きな試合でした。様々なプレッシャーがありながらも、現在発

揮できるすべての力を出していたと思います。ここでは大会前インタビューでの熱い意気込み、そして振り返りと

結果をご覧ください。 

 

陸上競技部 
 

 

  

  

 

 

 

福島県総合体育陸上競技 

日時 平成３０年７月１３・１５日 

会場 とうほう・みんなのスタジアム（県営あづま陸上競技場） 

 

〈出場選手および結果〉 

２年 渡部美依 （女子 走り幅跳び  ４ｍ８ｃｍ） 

１年 阿部 葵 （男子 砲丸投   ７ｍ６７ｃｍ） 

   

卓球部 

   
 

             

 

 

 

福島県総合体育卓球競技 

日時 平成３０年７月１４日 

会場 郡山総合体育館 

〈出場選手および結果〉 

 

２年 目代虎太郎 （男子シングルス  ２回戦敗退） 

２年 柴田 竜二 （男子シングルス  １回戦敗退） 

 

剣道部 

   
 

 

 

 

福島県総合体育剣道競技 

日時 平成３０年６月２９日 

会場 あいづ総合体育館 

〈出場選手および結果〉 

男子団体 1 回戦 只見高校 対 日大東北高校   

                      

    

第 71回福島県総合体育大会 



大会への意気込み 野球部 長峯優也 

 

今年で高校野球は最後になるので、自分達三年生は悔いの残らないように、少しでもこのチームで長い夏に

するという強い気持ちで戦います。今まで支えてくれた親や地域の方々、監督さん、先生方に少しでも恩返し

をし、一勝でも多くできるように全員で甲子園を目指して、一人一人が全力プレーで戦い抜きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 8 日から 7 月 15 日まで、試合が行われましたので、結果をお知らせします。 

今回の大会では 10 年ぶりに２勝を挙げ、３回戦に進出することができました。さらに２回戦の塙工業戦では、

７回参考記録ではありますが、エースの松本陵汰くんがノーヒットノーランを達成しました。 

お忙しい中、多くの方々から大きなご声援をいただき、誠にありがとうございました。 

 

〈試合結果〉 

１回戦 只見 ４－１  福 島 南 

２回戦 只見 ８－０  塙 工 業（７回コールド） 

３回戦 只見 １－１１ 日大東北（５回コールド） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 ７月１３日（金）に学習成果発表会が行われました。３年生は 

自らの進路について、２年生は自身が目指している職業について、 

パワーポイントを用いてのプレゼンテーションを行いました。 

 発表した生徒は、自分の進路について深く考えるきっかけにな 

ったとともに、プレゼンテーションの能力が身に付きました。 

 また発表を聞いた生徒にとっては、様々な分野の進路について 

聞くことができ、改めて自分自身の進路について考える機会とな 

りました。 

 こうしたことを踏まえて、夏休みの時間を利用してのオープン 

キャンパスなどに参加し、進路実現に向けた行動へとつなげてい 

ってほしいと思います。 

第 100 回全国高等学校野球選手権福島大会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８/１３（月） 学校閉庁日（～１５） 

８/２５（土） 学校開放 

８/２７（月） 始業式 頭髪服装指導 課題テスト 

９/６ （木） ミニ文化祭 

９/１０（月） 教育相談週間（～１４） 

９/１６（日） 就職試験開始 

９/２２（土） 体験入学 

９/２５（火） 体験入学振替休日 

９/２６（水） 生徒会役員選挙立会演説会 

９/２８（金） 遠足 

 
 

 

７月１２日（木）に、只見中学校の３年

生が高校見学に来ました。 

校舎・授業見学では、中学校との校舎の

違いに驚いたり、授業の雰囲気を感じ取っ

たりと、様々な発見があったようでした。 

また中学生と本校生の懇談会を行い、質

疑応答などにより、高校生活のイメージが

できたようでした。最初は緊張していた様

子でしたが、話をするうちに活発なやりと

りへとなっていきました。 

 

 

只見高校 同窓会会長 

目黒 敏男 

 

同窓会の会長をしております目黒です。 

これからも、何かとお世話になりますがよろしくお願いします。只見高校も 

少子化にともない、生徒確保も大変な時代になって来ましたが、今の所、山村 

教育留学生を受け入れてどうにか生徒を確保しております。これも只見町から 

高校をなくしてはならないという強い思いから、県立高校にもかかわらず、只 

見町から色々と支援していただいているおかげです。 

 山村教育留学生も他の地区から入学している為、先生方、保護者も生徒も大変な学校生活を送っていると思

います。自分で選んだ高校なので、頑張ってもらいたいです。我々の時代と違って、今は情報化社会となり、

お金もかかる時代になって、親の気苦労も相当なものだと思います。 

 私達の時代は、学校の教科書位で良かったのに、今は次から次へと、新しい機器が出て来て、それがないと、

世の中についていけない時代です。都会・田舎もない世の中になってしまって、これからどんな世の中になる

のか、想像出来ない世の中になって来ました。世の中何をするにも、勉強勉強。もっと余裕のある世の中にな

ってほしいと思うのは私だけなのか。これからは先生、生徒も自分の生活に余裕を持って、未来を見ながら、

生活してもらいたいと思います。 

 

只見高校へのメッセージ 


